
科目区分：外国語科目（中国語） 
 

 

授業科目名 中 国 語 Ⅳ 
学期 曜 日 校時 

英  語  名 Chinese Ⅳ 

担 当 
教 員 名 曽 文彬 単位数 １単位 必修 

選択 必修 後期 月曜日
 

３校時 
 

授  業  の  ね  ら  い  ・  内  容  ・  方  法 
 
いま全世界において中国語はよく使われています。そして中国経済の発展と国力の高まりにつれて、外

国の皆さんが中国語を勉強する人はたえず増えています。この授業を通じて中国語勉強の重要性を説明
し、中国語Ⅰ、Ⅱ、Ⅲでの基礎の上に総合的な練習をくりかえし、わりあい流暢な日常会話と簡単な文章
ができるように教えます。方法は学生にくりかえして実践させ、使ってもらう事です。 
 

テ  キ  ス  ト  、  教  材  等 
 
テキスト：塚本 慶一監修、劉穎著《２年生のコミュニケーション中国語》 
辞書 ：もしあれば、それでいいです。なければ、上野惠司著《標準中国語辞典》（第二版） 

 

対  象  学  生 成  績  評  価  の  方  法 教  員  研  究  室 

 
後月３：2D16・17 
 

授業中の表れと宿題の状況と試験の成績により
行います。 

 
 

授    業    計    画 

 
 第 一回．復習 
 第 二回．   第８課 友達に電話する 
 第 三回． 
 第 四回．   第９課 郵便局 
 第 五回． 
 第 六回．   第１０課 医者に行く 
 第 七回． 
 第 八回．   第１１課 家庭訪問 
 第 九回． 
 第 十回．   第１２課 謝恩会 
 第十一回． 
 第十二回．    
 第十三回．   よく使われる中国語表現 
 第十四回．    
 第十五回．   復習、総括)
 
 
 
  オフィスアワー） 
       在室中は可（上記「教官研究室」欄参照のこと） 
 
 
 
 
 
 
 
 


